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JR連合への総結集と
労使の信頼関係構築へ全力をあげ

職場からの安全確立
政策課題の解決・前進を図ろう！

JR連合

JR連合

（旧　　　　　 ）

　

国
土
交
通
省
は
令
和
６
（
２

０
２
４
）
年
度
の
予
算
概
算
要

求
お
よ
び
税
制
改
正
要
望
を
取

り
ま
と
め
、
財
務
省
に
提
出
す

る
内
容
を
発
表
し
た
。
要
求
・

要
望
内
容
に
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の

政
策
課
題
と
し
て
掲
げ
た
項
目

が
反
映
さ
れ
た
。

　

国
交
省
と
し
て
の
予
算
概
算

要
求
で
は
、
一
般
会
計
７
兆
３

８
９
億
円
（
今
年
度
当
初
予
算

比
19
％
増
）
、
う
ち
鉄
道
局

関
係
１
１
５
９
億
円
（
同
９
％

増
）
を
計
上
。
10
月
よ
り
施
行

さ
れ
る
改
正
地
域
交
通
法
に
関

し
、
持
続
可
能
性
と
利
便
性
の

高
い
地
域
公
共
交
通
へ
の
再
構

築
を
促
進
す
べ
く
、
再
構
築
協

議
会
の
開
催
や
調
査
・
実
証
事

業
に
関
す
る
費
用
へ
の
支
援
、

地
域
と
の
協
議
・
合
意
形
成
の

過
程
を
経
て
取
り
組
み
が
実
施

さ
れ
る
際
に
は
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
等
に
よ
る
支
援
を

行
う
と
の
内
容
が
掲
げ
ら
れ
た
。

ま
た
、
現
在
の
と
こ
ろ
改
正
債

務
等
処
理
法
に
よ
る
支
援
が
講

じ
ら
れ
て
い
る
Ｊ
Ｒ
二
島
・
貨

物
会
社
の
う
ち
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道

お
よ
び
Ｊ
Ｒ
貨
物
に
係
る
令
和

６
年
度
以
降
の
具
体
的
な
支
援

に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
な
ど

が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

一
方
、
税
制
改
正
要
望
で
は
、

今
年
度
末
で
期
限
切
れ
と
な
る

軽
油
引
取
税
の
課
税
免
除
や
Ｊ

Ｒ
貨
物
の
新
規
製
造
車
両
の
取

得
、
Ｃ
Ｎ
（
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
）
投
資
促
進
税
制
等
へ

　

総
会
の
冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ

た
奥
村
敬
弥
代
表
幹
事
は
、
２

０
２
３
春
季
生
活
闘
争
の
成
果

と
課
題
、
グ
ル
ー
プ
労
組
の
組

合
員
が
働
く
現
地
視
察
の
取
り

組
み
を
振
り
返
り
、
Ｊ
Ｒ
連
合

だ
か
ら
こ
そ
取
り
組
め
た
活
動

と
し
て
評
価
し
た
。
ま
た
、
２

０
２
４
春
季
生
活
闘
争
で
は
目

標
賃
金
へ
の
到
達
や
Ｊ
Ｒ
産
業

の
魅
力
向
上
の
た
め
に
全
力
を

傾
注
し
て
取
り
組
む
こ
と
、
さ

ら
に
は
多
様
な
業
種
が
集
う
Ｊ

Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
の
活

動
を
一
層
進
化
さ
せ
る
た
め
に

も
分
科
会
活
動
の
活
性
化
を
訴

え
た
。
そ
の
後
、
Ｊ
Ｒ
連
合
を

代
表
し
て
荻
山
市
朗
会
長
が

激
励
と
連
帯
の
挨
拶
を
行
っ

た
。

　

総
会
の
中
盤
で
は
、
９
つ
の

分
科
会
に
分
か
れ
て
新
中
期
労

働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標
設
定

等
に
つ
い
て
議
論
を
展
開
し
、

め
ざ
す
べ
き
労
働
条
件
や
働
き

方
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
た
。

各
分
科
会
か
ら
は
、
人
財
不
足

へ
の
対
応
、
業
種
毎
の
魅
力
の

発
信
、
夜
間
勤
務
等
の
忌
避
さ

れ
る
働
き
方
の
見
直
し
な
ど
、

様
々
な
意
見
が
報
告
さ
れ
た
。

　

議
事
で
は
、
事
務
局
か
ら
提

起
し
た
活
動
方
針
等
を
満
場
一

致
で
決
定
す
る
と
と
も
に
、
役

員
選
出
で
は
、
奥
村
代
表
幹
事

を
再
選
し
た
ほ
か
、
幹
事
の
西

浦
修
司
氏
（
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西

日
本
総
合
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
労
組
）、

三
宅
大
介
氏
（
Ｊ
Ｒ
四
国
ホ
テ

ル
ズ
ユ
ニ
オ
ン
）
が
退
任
、
新

た
に
福
田
憲
明
氏
（
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
西
日
本
デ
イ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス

ネ
ッ
ト
労
組
）
、
柏
木
拓
海

氏
（
Ｊ
Ｒ
四
国
ホ
テ
ル
ズ
ユ
ニ

オ
ン
）
を
幹
事
に
選
出
し
、
新

体
制
を
確
立
し
た
。

　

最
後
に
、
奥
村
代
表
幹
事
の

力
強
い
団
結
が
ん
ば
ろ
う
に
よ

り
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
本
格
的

な
反
転
攻
勢
を
し
か
け
る
決
意

を
固
め
合
っ
た
。

　

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
は
８
月
24
日
、
大
阪
市
内
に
お

い
て
「
Ｊ
Ｒ
連
合
へ
の
総
結
集
と
労
使
の
信
頼
関
係
構
築
に
全

力
を
あ
げ
、
安
全
・
安
心
で
将
来
に
希
望
が
持
て
る
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー

プ
を
創
造
し
よ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
第
31
回
総
会
を

開
催
し
た
。

　

総
会
で
は
、
２
０
２
４
春
季
生
活
闘
争
に
全
力
を
傾
注
す
る

と
と
も
に
、
分
科
会
活
動
の
活
性
化
な
ど
を
軸
と
し
た
２
０
２

３
年
度
の
活
動
方
針
を
決
定
し
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
本
格
的
な

反
転
攻
勢
を
し
か
け
る
新
年
度
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

青年・女性委員会李澤新議長による団結がんばろうで心をひとつに

ＪＲ連合への総結集に向け、ＪＲグループ労組連絡会の奮起を要請

　

青
年
・
女
性
委
員
会
は
９
月

９
日
、
神
戸
市
内
に
お
い
て
、
第

32
回
定
期
総
会
を
開
催
し
、
新
年

度
活
動
方
針
を
確
立
し
た
ほ
か
、

新
役
員
体
制
を
発
足
さ
せ
た
。

本
総
会
に
は
総
勢
１
０
０
人
を

超
え
る
組
合
員
が
参
加
し
た
。

　

幹
事
会
を
代
表
し
て
挨
拶
に

立
っ
た
沖
畠
裕
章
議
長
（
Ｊ
Ｒ

西
労
組
）
は
、
Ｊ
Ｒ
産
業
で
働

く
仲
間
の
総
結
集
を
訴
え
た
う

え
で
、
安
全
の
確
立
や
政
治
参

画
へ
の
必
要
性
に
言
及
し
、
今

後
の
活
動
に
つ
い
て
の
想
い
を

語
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
、
荻

山
会
長
と
相
良
夏
樹
組
織
局

長（
青
年
・女
性
委
員
会
担
当
）が

出
席
し
、連
帯
の
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
幹
事
会
か
ら
２
０

２
３
年
度
活
動
方
針
案
等
が
提

案
さ
れ
、
10
人
の
委
員
か
ら
、

安
全
確
立
や
政
策
実
現
に
向
け

た
意
見
の
ほ
か
、
北
海
道
で
実

施
し
た
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
に
絡
め
、

Ｊ
Ｒ
北
海
道
・
Ｊ
Ｒ
東
日
本
・

Ｊ
Ｒ
貨
物
に
お
け
る
組
織
拡
大
・

強
化
に
関
す
る
意
見
が
複
数
出

さ
れ
た
。

　

幹
事
会
答
弁
に
続
い
て
三
浦

寛
顕
事
務
長（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ

ン
）が
総
括
答
弁
を
行
い
、
２
０

２
３
年
度
活
動
方
針
と
と
も
に

　

最
後
に
、
李
澤
議
長
の
団
結

が
ん
ば
ろ
う
で
総
会
を
締
め
く

く
っ
た
。

頂
き
た
い
」と
強
く
要
請
し
た
。

　

ま
た
、
８
日
の
経
済
産
業
省

へ
の
要
請
に
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
か

ら
石
川
敏
也
産
業
政
策
局
長
が

参
画
し
た
。
交
運
労
協
住
野
敏

彦
議
長
か
ら
は
「
円
安
・
燃
油

費
の
高
騰
が
、
交
通
運
輸
産
業

の
経
営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
。
燃
油
費
と
同
様
に

電
気
料
金
の
高
騰
が
鉄
道
事
業

者
の
経
営
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
」
と
切
実
な
実
情

を
訴
え
た
。

　

こ
れ
を
受
け
太
田
房
江
副
大

臣
は
「
燃
油
費
は
段
階
的
な
措

置
を
講
じ
る
こ
と
を
発
出
し
た
。

電
気
・
ガ
ス
の
高
騰
に
つ
い
て
、

国
民
に
負
担
を
か
け
て
い
る
こ

と
か
ら
12
月
末
ま
で
の
使
用
分

を
支
援
し
て
い
き
た
い
。
鉄
道

も
含
め
支
援
し
て
い
き
た
い
」

と
の
考
え
を
示
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
引
き
続
き
政
治
・

行
政
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、

交
運
労
協
と
連
携
し
、
現
状
を

訴
え
行
政
等
へ
の
働
き
か
け
を

進
め
て
い
く
。

新
役
員
体
制
も
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

本
総
会
で
は
、
沖

畠
議
長
を
含
む
５
人

の
役
員
が
退
任
し
、

李
澤
亮
汰
新
議
長
を

は
じ
め
と
す
る
新
役

員
体
制
を
確
立
し
た
。

過
大
な
負
担
を
与
え
、
コ
ロ
ナ

禍
か
ら
の
復
活
を
め
ざ
す
中
、

強
烈
な
逆
風
と
な
っ
て
い
る
。

　

５
日
の
国
土
交
通
省
へ
の
要

請
に
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
よ
り
荻
山

会
長
が
参
画
し
、
生
業
と
し
て

社
会
・
経
済
を
支
え
て
い
る
事

業
者
に
優
先
的
な
支
援
を
求
め

る
と
と
も
に
「
鉄
道
事
業
に
お

い
て
は
、
地
方
交
付
金
の
支
給

は
自
治
体
の
判
断
に
懸
か
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
地
方
で
要
請

を
行
っ
て
い

る
が
、助
成
の

対
象
と
な
っ

て
い
な
い
。

事
業
者
を
支

え
て
い
く
と

の
観
点
で
考

え
れ
ば
、
鉄

道
事
業
者
も

同
様
の
取
り

扱
い
に
し
て

組
や
関
係
議
員
等
と
連
携
し
、

政
策
の
実
現
に
向
け
対
応
し
て

い
く
。

行
っ
た
。

　

電
気
・
燃
料
価
格
の
高
騰
は
、

社
会
・
経
済
へ
の
影
響
は
も
と

よ
り
交
通
運
輸
産
業
の
経
営
に

予
算
案
や
税
制
改
正
大
綱
の
編

成
に
向
け
た
議
論
が
進
め
ら
れ

る
に
あ
た
り
、
引
き
続
き
各
単

　

交
運
労
協
は
９
月
５
日
・
８

日
、
国
土
交
通
省
・
経
済
産
業

省
に
、
電
気
・
燃
料
価
格
高
騰

に
対
す
る
支
援
の
緊
急
要
請
を

政
策
提
言
の
策
定
や
国
や
地
方

自
治
体
、
関
係
議
員
や
Ｊ
Ｒ
各

社
、
交
運
労
協
等
と
の
連
携
を

図
り
、
意
見
交
換
や
要
請
行
動

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

今
回
の
要
求
・
要
望
項
目
は
Ｊ

Ｒ
連
合
の
考
え
と
同
じ
ベ
ク
ト

ル
を
志
向
し
て
い
る
。
今
後
、

の
特
例
措
置
の
延
長
・
拡
充
と

い
っ
た
Ｊ
Ｒ
連
合
が
求
め
て
き

た
内
容
が
反
映
さ
れ
た
ほ
か
、

改
正
地
域
交
通
法
に
関
連
し
た

ロ
ー
カ
ル
鉄
道
の
資
産
取
得
に

係
る
税
制
の
特
例
措
置
の
創
設

が
要
望
さ
れ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
こ
の
間
、
各
種

経済産業省への要請

国土交通省への要請

議
長
　
李
澤
亮
汰

（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
）

事
務
長 

坂
上
拓
也

（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
）

《
新
幹
事
》（
議
長
・
事
務
長
別
掲
）

幹　

事　
　

壬
生　

雅
大

（
Ｊ
Ｒ
北
労
組
）

幹　

事　
　

岩
田　

な
ゆ
か

（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
）

幹　

事　
　

三
宅　

美
花
子

（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
）

幹　

事　
　

近
藤　

直
樹

（
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
）

幹　

事　
　

稲
葉　
　

稜

（
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
）

幹　

事　
　

石
塚　

大
祐

（
貨
物
鉄
産
労
）

《予算概算要求》
・鉄道事業者と地域の共創に対する支援

　（危機的状況にあるローカル鉄道に係る地域

　　モビリティの刷新）

・ＪＲ北海道、ＪＲ四国及びＪＲ貨物の

　経営支援　等

《税制改正要望》
・軽油引取税の課税免除の特例措置

　（軽油引取税）

・ＪＲ北海道・四国等に係る法人事業税

　の外形標準課税の特例措置（法人事業税）

・ＪＲ貨物が取得した新規製造車両に係

　る特例措置の延長（固定資産税）

・ＣＮ投資促進税制（所得税・法人税等）

・鉄道・運輸機構がＪＲ北海道、ＪＲ四

　国、ＪＲ貨物から引き取る不要土地に

　係る特例措置（不動産取得税）

・鉄道事業再構築事業を実施したローカ

　ル鉄道の資産取得に係る税制の特例措

　置の創設（登録免許税・不動産取得税）

令
和
６
年
度
予
算
概
算
要
求
・
税
制
改
正
要
望

Ｊ
Ｒ
連
合
が
要
望
し
た
内
容
が
反
映

令
和
６
年
度
予
算
概
算
要
求
・
税
制
改
正
要
望

Ｊ
Ｒ
連
合
が
要
望
し
た
内
容
が
反
映

電
気・燃
料
価
格
高
騰
に
対
す
る
交
運
労
協
緊
急
要
請

交
通
運
輸
産
業
の

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
復
活
を
め
ざ
す

青
年・女
性
委
員
会
第
32
回
定
期
総
会

全
国
の
仲
間
を
総
結
集
し

さ
ら
に
魅
力
あ
る
組
織
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ

青
年・女
性
委
員
会
第
32
回
定
期
総
会

全
国
の
仲
間
を
総
結
集
し

さ
ら
に
魅
力
あ
る
組
織
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ

ＪＲグループ労組連絡会第31回総会
コロナ禍からの本格的な反転攻勢を

～ＪＲ産業の魅力向上へ～

ＪＲグループ労組連絡会第31回総会
コロナ禍からの本格的な反転攻勢を

～ＪＲ産業の魅力向上へ～
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Ｊ
Ｒ
連
合
は
９
月
１
日
、

「
21
世
紀
の
鉄
道
を
考
え
る

議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
所
属
す

る
国
会
議
員
の
秘
書
と
の
勉
強

会
を
開
催
し
た
。
勉
強
会
に
は

議
員
秘
書
が
参
加
し
た
ほ
か
、

Ｊ
Ｒ
各
単
組
の
政
策
担
当
者
も

参
加
し
た
。

　

主
催
者
挨
拶
に
お
い
て
荻
山

会
長
は
、
「
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て

社
会
変
化
が
加
速
し
、
Ｊ
Ｒ
産

業
が
抱
え
る
課
題
が
顕
在
化
。

現
在
は
国
鉄
改
革
に
並
ぶ
大
転

換
期
を
迎
え
て
お
り
、
次
な
る

20
〜
30
年
を
展
望
し
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
く
。
民
間
活
力

を
活
か
し
て
産
業
の
成
長
や
新

幹
線
・
関
連
事
業
等
の
成
長
分

野
を
磨
き
上
げ
て
い
く
一
方
、

地
域
公
共
交
通
の
担
い
手
と
し

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
を
延
期
し
て
い
た

各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
再
開
し
た
。

　

８
月
に
は
５
年
ぶ
り
に
、
富
士
山
の
森
づ
く
り
植

林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し
た
。
今
回
は
、
Ｊ

Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
・
Ｊ
Ｒ
東
海
連
合
・
Ｊ
Ｒ
西
労
組
・

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
・
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
・
貨
物
鉄
産
労
の

組
合
員
と
そ
の
家
族
が
参
加
し
た
。
当
日
は
、
成
長

し
た
苗
木
を
獣
害
か
ら
守
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
の
張
り

直
し
作
業
を
行
っ
た
。

　

９
月
に
は
、
２
０
０
８
年
か
ら
交
流
の
あ
る
、
山

梨
県
早
川
町
で
の
地
域
活
性
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
４
年
ぶ
り
に
再
開
し
た
。
今
回
か
ら
は
早
川
町
役

場
と
連
携
し
、
電
気
柵
周
辺
の
草
刈
り
や
絡
み
つ
い

た
ツ
ル
取
り
、
用
水
路
の
周
辺
整
備
、
耕
作
放
棄
地

の
整
備
、
公
民
館
近
辺
の
環
境
整
備
等
を
行
っ
た
。

当
日
、
現
地
に
掛
け
つ
け
た
辻
一
幸
早
川
町
長
か
ら

も
感
謝
と
激
励
の
挨
拶
を
受
け
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
Ｊ
Ｒ
産
業
が
社
会
の
支
え
で
成
り
立

つ
こ
と
を
再
認
識
し
、
引
き
続
き
社
会
・
地
域
と
繫

が
り
、
他
産
業
・
労
働
組
合
の
仲
間
と
繋
が
っ
て
い
く
。

て
の
役
割
を
果
た
す
必
要
が
あ

り
、
官
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
強
化
し
て
い
く
。
実
現
に
向

け
て
は
政
治
と
の
連
携
が
必
要

不
可
欠
」
と
述
べ
、
引
き
続
き

の
連
携
を
要
請
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
の
課
題
提
起

で
は
、
相
良
組
織
局
長
よ
り
、

Ｊ
Ｒ
連
合
の
諸
活
動
が
広
範
に

伝
わ
る
よ
う
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
い

る
旨
を
説
明
し
、
連
携
強
化
を

要
請
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
労
働

界
の
現
状
や
継
続
す
る
組
織
課

題
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

続
い
て
政
策
課
題
に
つ
い
て
石

川
敏
也
産
業
政
策
局
長
か
ら
、

こ
の
間
の
Ｊ
Ｒ
連
合
の
取
り
組

み
や
策
定
し
た
政
策
提
言
を
紹

介
し
た
う
え
で
、
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
離
職
・
人
財
確
保
の
問

題
や
物
流
・
建
設
業
に
お
け
る

２
０
２
４
年
問
題
に
つ
い
て
課

題
提
起
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
は
国
会
議
員
の
選
出

エ
リ
ア
ご
と
に
Ｊ
Ｒ
各
単
組
で

分
か
れ
、
各
単
組
の
政
策
担
当

者
が
、
各
地
域
の
個
別
政
策
課

題
等
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
い
、

意
見
を
交
わ
し
た
。

　

最
後
に
、
相
良
組
織
局
長
よ

り
改
め
て
議
員
各
事
務
所
と
Ｊ

Ｒ
連
合
役
員
・
各
単
組
政
策
担

当
者
と
の
積
極
的
な
意
思
疎
通
、

緊
密
な
連
携
を
要
請
し
、
勉
強

会
を
締
め
く
く
っ
た
。

最
重
要
課
題
で
あ
る
安
全
の
確

立
の
取
り
組
み
を
深
度
化
さ
せ

て
い
く
決
意
を
述
べ
た
。
ま
た

離
職
の
増
加
や
民
主
化
当
該
単

組
の
厳
し
い
状
況
に
も
触
れ
、

「
組
織
の
強
化
・
拡
大
の
取
り

組
み
、
責
任
あ
る
産
業
政
策
・

労
働
政
策
と
政
治
活
動
を
力
強

く
展
開
し
て
い
こ
う
」
と
訴
え

た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
、
政
所

（
Ｊ
Ｒ
九
州
バ
ス
労
組
）
が
勇

退
し
、
新
体
制
が
確
立
さ
れ
た
。

　

最
後
は
吉
田
議
長
に
よ
る
力

強
い
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
今
委

員
会
が
締
め
く
く
ら
れ
た
。

《
新
三
役
》

議　

長　
　
　

吉
田　

祥
司

（
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
）

副
議
長　
　
　

田
中　

伸
樹

（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
）

副
議
長　
　
　

財
前　

信
一

（
貨
物
鉄
産
労
）

副
議
長　
　
　

角
当　

智
重

（
Ｊ
Ｒ
九
州
バ
ス
労
組
）

事
務
局
長　
　

川
﨑　

淳
史

（
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
）

関
東
地
方
協
議
会
第
32
回
定
期
委
員
会

職
場
か
ら
の
安
全
確
立

政
策
課
題
の
解
決・前
進
を　

議員フォーラム所属議員秘書との勉強会

ＪＲ産業の課題を共有し
より一層の連携強化を

　松浦商店労働組合は、名古屋駅の構内や新幹
線のホームなどで販売されている駅弁の製造を
手掛けている、松浦商店に勤務する組合員で構
成されています。
　2022年度前半は、新型コロナウィルス感染
症拡大の影響により売上は低迷しましたが、後
半は東海道新幹線の輸送量回復にあわせて、駅
での売上もコロナ禍前の90％まで回復しまし
た。しかし、コロナ禍以前の売上まで回復する
には大変厳しいと予想し、会社は駅弁事業以外
の取り組みを始め、餃子・焼売無人販売直売店
「ことぶきや」やカレーパン専門店「マツウラ
ベーカリー」を開店しました。
　組合員数は、執行部６人を先頭に37人で、
日々活動しています。近年その主力の組合員の
離職が相次ぎ、人員不足が大きな課題となって
います。今年は２人の新入社員を迎えました。
若手組合員がやりがいを感じ、安心して生活・
仕事ができるよう、職場環境の改善や総合生活
改善に向けた労働条件向上を最大限努力して取
り組んでいきたいと考えています。
　松浦商店は昨年10月に創業100周年を迎えま

した。「地域の文化を守り、おいしい幸せを
広め、地域社会に寄与します」の企業理念のも
と、地域の文化と駅弁で培った技術を組み合わ
せ、唯一無二の商品とサービスを創造し、人々
に活力と感動を届けるために労使一体となって
取り組んでいきます。
　これからも引き続き、皆様方からのご指導を
頂きますよう宜しくお願い致します。

～全国の仲間を
　 応援しよう～

ＪＲ連合
ふれあいキャンペーン

グループ労組めぐり
松浦商店労働組合

連合２０２３平和行動 in 根室
北方領土の返還

日ロ平和条約の締結を

事
務
局
長
が
参
画
し
、
連

帯
の
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

議
事
で
は
、
川
﨑
淳
史

事
務
局
長
よ
り
経
過
報
告
、

活
動
方
針
案
等
の
提
起
が

な
さ
れ
た
後
、
満
場
一
致

で
各
方
針
案
を
可
決
し
た
。

　

今
委
員
会
で
は
長
年
副

議
長
を
務
め
た
田
代
済
人

氏
（
貨
物
鉄
産
労
）
と
常

任
委
員
の
久
保
力
也
氏

う
１
年
間
の
活
動
方
針
を
決
定

し
た
。

　

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
吉
田

祥
司
議
長
（
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
中

央
執
行
委
員
長
）
は
、
国
鉄
改

革
に
並
ぶ
大
転
換
期
に
お
い
て
、

　
Ｊ
Ｒ
連
合
九
州
地
方
協
議
会

は
９
月
16
日
、
福
岡
市
内
で
第

32
回
定
期
委
員
会
を
開
催
し
、

各
種
取
り
組
み
を
力
強
く
一
丸

と
な
っ
て
推
進
し
て
い
く
決
意

を
固
め
合
う
と
と
も
に
、
向
こ

激
励
の
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
外
崎
浩
之
事
務
局

長
よ
り
経
過
報
告
、
活
動
方
針

案
・
予
算
案
等
の
提
起
が
な
さ

れ
、
満
場
一
致
で
承
認
し
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、
議
長
の
山

本
氏
お
よ
び
常
任
委
員
の
安
藤

渉
氏
が
勇
退
し
、
今
井
孝
治
氏

（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
中
央
本

部
書
記
長
）
を
議
長
と
す
る
新

体
制
が
確
立
さ
れ
た
。

《
新
三
役
》

議　

長　
　

今
井　

孝
治

（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
）

副
議
長　
　

鈴
木　

哲
夫

（
貨
物
鉄
産
労
）

副
議
長　
　
　

鷲
山　

祐
希

（
新
幹
線
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
東
海
労
組
）

副
議
長　
　
　

齋
藤　

弘
昭

（
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
）

副
議
長　
　
　

渡
邉　

有
造

（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
）

事
務
局
長　
　

外
崎　

浩
之

（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
）

山
本
康
平
議
長
（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ

ニ
オ
ン
新
幹
線
地
方
本
部
前
執

行
委
員
長
）
は
、
猛
暑
や
自
然

災
害
が
猛
威
を
振
る
う
中
、
業

務
遂
行
や
労
働
組
合
の
諸
活
動

の
推
進
・
尽
力
に
対
し
て
敬
意

と
謝
意
を
示
し
つ
つ
、
最
重
要

課
題
で
あ
る
安
全
の
確
立
に
つ

い
て
組
織
を
あ
げ
て
取
り
組
む

必
要
性
を
訴
え
た
。
そ
し
て
、

Ｊ
Ｒ
産
業
の
代
表
産
別
と
し
て

の
責
任
あ
る
政
策
・
政
治
活
動

の
取
り
組
み
を
力
強
く
積
極
果

敢
に
進
め
て
い
く
決
意
を
述
べ

た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
政
所
大

祐
事
務
局
長
が
参
画
し
、
連
帯
・

向
こ
う
１
年
間
の
活
動

方
針
を
決
定
す
る
と
と
も

に
新
体
制
を
確
立
し
、
新

年
度
の
活
動
を
力
強
く
展

開
し
て
い
く
決
意
を
固
め

合
っ
た
。

　

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た

　
Ｊ
Ｒ
連
合
関
東
地
方
協
議
会

は
８
月
26
日
、
東
京
都
内
で
第

32
回
定
期
委
員
会
を
開
催
し
、

組
合
員
が
参
加
し
た
。

　

納
沙
布
岬
・
望
郷
の
岬
公
園

で
開
催
さ
れ
た
２
０
２
３
平
和

ノ
サ
ッ
プ
集
会
で
は
、
主
催
者

を
代
表
し
て
連
合
清
水
秀
行
事

務
局
長
が
「
北
方
四
島
の
早
期

一
括
返
還
と
日
ロ
平
和
条
約
の

締
結
に
よ
る
真
の
平
和
の
実
現

に
向
け
て
粘
り
強
く
取
り
組
ん

で
い
く
」
と
決
意
を
明
ら
か
に

し
た
。

　

最
後
に
、
集
会
ア
ピ
ー
ル
を

採
択
し
、
北
方
領
土
問
題
が
解

決
す
る
そ
の
日
ま
で
、
粘
り
強

く
運
動
を
継
続
し
て
い
く
こ
と

を
力
強
く
宣
言
し
た
。

　

連
合
は
９
月
９
日
か
ら
10

日
に
か
け
て
、
２
０
２
３
平
和

行
動
in
根
室
を
根
室
市
内
で

開
催
し
た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は

政
所
事
務
局
長
を
は
じ
め
、
Ｊ

Ｒ
北
労
組
・
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
の

九州地協第32回定期委員会

関東地協第32回定期委員会

集会会場となった望郷の美咲公園にて

50人を超える国会議員秘書が参加し、抱える課題を共有した

8月26日に実施した「富士山の森づくり」ボランティア

九
州
地
方
協
議
会
第
32
回
定
期
委
員
会

責
任
あ
る
産
業
政
策
・
労
働
政
策
を

力
強
く
展
開　

富
士
山
の
森
づ
く
り

早
川
町
地
域
活
性
化

ボランティア
活動再開


